
石川裕彦教授



昭和 31年 3月 16日 静岡県三島市に生まれる

50年 4月 京都大学理学部入学

54年 3月 京都大学理学部卒業

54年 4月 京都大学理学研究科地球物理学専攻入学

56年 3月 京都大学理学研究科地球物理学専攻修了

56年 4月 特殊法人日本原子力研究所研究員（環境安全研究部）

平成 6年 4月 京都大学防災研究所助教授（暴風雨災害研究部門）

8年 5月 京都大学防災研究所助教授（大気災害研究部門暴風雨災害分
野）

17年 4月 京都大学防災研究所助教授（気象・水象災害研究部門暴風雨気
象環境分野）

17年 11月 京都大学防災研究所教授（気象・水象災害研究部門暴風雨気象
環境分野）

平成 16年 6月 日本気象学会関西支部理事（平成20年5月まで）

21年 4月 日本自然災害学会理事（平成24年3月まで）

22年 10月 京都市防災会議専門委員（令和3年3月まで）

24年 1月 日本学術会議環境学委員会地球惑星科学委員会合同IGBP・
WCRP・DIVERSITAS合同分科会MAHASRI小委員会委員（平成26年3
月まで）

（学歴・職歴）

石　川　裕　彦　教　授　略　歴

（学会・委員等歴）
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